
長与町のパワーあふれる活動をご紹介！！

　町社会教育推進指導員会の主催で、
講師の指導のもと、作り方を教わり各自好きな色
のインクで色を塗り、作品を完成させました。
　参加者からは、「色の組み合わせを考えるのが
楽しかった」、「インクを出す力加減が難しかっ
たけど面白かった」、「親子で楽しい時間を過ご
せました」などの感想をいただきました。
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　長与町老人クラブ連合会主催により、高齢者の方々
を対象とした交通安全意識の向上、増加するニセ電話
詐欺被害防止を目的とした「交通安全のつどい」が長
与町社会福祉協議会大ホールで開催されました。
　長与町内の老人クラブから約50人が参加しました。
　時津警察署、時津地区交通安全協会にご協力いた
だき、講話や体操を通して、交通安全やニセ電話詐欺
被害防止について学びました。

交通安全のつどい
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 ９月21日から30日までの秋の全国交通安全運動に
合わせて、時津警察署にて実施されました。
　パトカーや広報車などの車両が、交通安全を呼び
掛けながら時津警察署管内を巡回しました。
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　秋の全国交通安全運動期間中の9月23日、安
全運転・交通事故防止の普及啓発を目的とした
街頭啓発活動である「さわやか作戦」が、長与町
交通安全対策協議会主催により、イオンタウン長
与の店舗前で行われました。
　交通少年団員たちは、さわやかな秋空の下、交
通安全啓発物品を買い物客に手渡し、交通ルー
ルの順守と交通事故防止について、元気な声で
呼びかけました。

交通安全街頭啓発
「さわやか作戦」
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ディンプルアート教室

令和５年　
秋の全国交通安全運動パレード
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デジタルメディアコンテンツの研究開発と
作品制作
情報システム学部　情報システム学科
青木　研　教授

　現代では映画やアニメ、ゲームコンテンツ、VRなど
多くのコンテンツがコンピュータを使って制作されて
います。私の主宰するメディアコンテンツクリエーショ
ン研究室では、これらデジタルメディアコンテンツの制
作技術の研究開発や作品制作をおこなっています。
　それでは現在研究室で取り組んでいるプロジェクト
の１つをご紹介しましょう。図1は視野180°立体視
グリーンバック撮影の様子（上）と、撮影した立体映像
をVR空間で再生しているところ（下）です。この技術に
よってVR空間に実写の人物が登場するVRドラマの制
作が可能になります。また、図2は360°カメラで撮影し
た動画からフォトグラメトリという技術を使って大学
キャンパスの景観の一部を3D再現したものです。360°
カメラを持って歩くだけで、そこから見える景観を正確
に3次元再現することができます。これらの技術を組み
合わせると、実際の景観を正確に再現したVR空間の中
で、実写の人物が立体映像でドラマを演じるリアルな

VRコンテンツの制作が可能になります。最近注目され
ているメタバースには地域振興を目的として地域の景
観を再現した例などがありますが、このような例では
3D景観モデルの作成を手作業でおこなっていること
が多く、制作にコストや時間が掛かります。先ほどの技
術を使えば低コストでリアルな景観モデルが作成でき
るので、そこを舞台としたVRドラマを制作して、印象
的で効果的な地域プロモーションのメタバースコンテ
ンツを制作できるかもしれません。しかしメタバースの
コンテンツはただ作っただけでは十分な効果を発揮
しません。マネタイズという収入を得る仕組みを作り
出し、持続的にコンテンツを更新していくことも必要
になります。物産品の販売や交流人口の増加、コンテン
ツ産業の創出など地域活性化を図る基盤の創出にも
繋がる研究です。

長与町に立地する長崎県立大学シーボルト校。
すぐ近くの大学でどのような研究が行われている
かをシリーズで紹介していきます。

図1　（上）視野180°立体視グリーンバック撮影
　　　（下）VR空間での立体映像の再生
　　　撮影時に右目用と左目用の映像を同時撮影するの

で、VR空間では立体映像として再生される。

図2　フォトグラメトリによる景観の3D再現
　　　中央階段を歩きながら撮影した360°動画から作成した3D景観

モデル。撮影者から見えない部分は欠落している。

14 2023 年 10 月号　No.811　　 広 報  な が よ


